
東北⼤学陸前⾼⽥応援サークル
ぽかぽか

震災ボランティア団体活動紹介



ぽかぽかは岩⼿県陸前⾼⽥市で活動しています。

100㎞

岩⼿県南部の沿岸に
位置しています

仙台からの距離は約100㎞
（⾞で約3時間）



東⽇本⼤震災前の陸前⾼⽥市

約7万本の松の⽊が並ぶ⾼⽥松原は、「⽩砂⻘松」の
観光地。年間10万⼈の海⽔浴客が訪れていた。

・“岩⼿の湘南”と呼ばれる温暖な気候
・海と⼭に囲まれた地形

【特産品】
牡蠣・わかめ・ホタテなどの養殖業、りんご、
⼋⽊澤商店の醤油・味噌、酔仙の⽇本酒…etc

いわて震災津波アーカイブ希望 空から⾒る被災前後の三陸のまち
（http://iwate-archive.pref.iwate.jp/tokusen/machi/）

http://iwate-archive.pref.iwate.jp/tokusen/machi/


東⽇本⼤震災による陸前⾼⽥市の被害

・震度 ６弱
・死亡者：1,735⼈
・⾏⽅不明者：14⼈
・被災⼾数：3,368⼾（うち全壊3,159⼾）
・避難所：当初63カ所、最⼤84カ所
・避難⼈員：当初8915⼈、最⼤10,143⼈

・津波の⾼さは最⼤で約17.6ｍ
・約4分で町が壊滅した
・気仙川は約８㎞先まで津波が遡上した

津波による甚⼤な被害

宮城県⽯巻市に次いで2番⽬に犠牲者が多かった

浸⽔⾯積は13㎞²と市の5.5％だが、平坦な低地にあった
町の中⼼部が⼤きな被害を受けた



東⽇本⼤震災による陸前⾼⽥市の被害

出典「nippon.com東⽇本⼤震災から4年、三陸被災地の今・上」（https://www.nippon.com/ja/views/b04801/）

7万本あった松はたった１本
（奇跡の⼀本松）を残して
すべて流された。

震災から1か⽉後の市内中⼼部の様⼦

いわて震災津波アーカイブ希望 空から⾒る被災前後の三陸のまち
（http://iwate-archive.pref.iwate.jp/tokusen/machi/）

https://www.nippon.com/ja/views/b04801/
http://iwate-archive.pref.iwate.jp/tokusen/machi/


陸前⾼⽥市の復興
・⼤規模な切り⼟による⾼台、盛り⼟によるかさ上げ地の造成（被災市街地⼟地区画整理事業）
→完了し、造成された⼟地には住宅などの再建が⾏われている（防災集団移転促進事業）
・防潮堤の建設
→約12.5mもの⾼さ（震災前は約5.5m？）
・中⼼商業市街地“アバッセ”などが完成し、最近新しい復興祈念公園兼道の駅もオープン

⼟地の造成に使われたベルトコンベア（2013.3〜2014.9） ⾼さ12.5m、全⻑2㎞の防潮堤



陸前⾼⽥市の課題・ぽかぽかがめざすこと

・⾼齢化&⼈⼝減少
…現在の⼈⼝は*18,731⼈（震災前は24,246⼈）。震災後別の⼟地に
移り住み、そのまま戻らない⽅がいたり… （*2020年7⽉31⽇現在）
→地域の交流⼈⼝の減少や、仮設住宅・災害公営住宅での孤独化
⇒新たなコミュニティ形成の必要

・震災から10年⽬を迎え、震災の記憶の⾵化
⇒震災を経験していない⼈に震災のことを
伝えていく必要



ぽかぽか 活動の3本柱

ぽかぽかは2012年8⽉から活動開始。活動の3本柱に沿った活動を継続してきた。

➀仮設住宅への寄り添い活動

②災害公営住宅・集団移転地での
コミュニティー形成⽀援活動

③地域活動の⽀援



➀仮設住宅への寄り添い活動（コロナ以前）
・⼊居者の⽅々の交流を促進するため集会所でのお茶会などのイベント開催や、
お宅の掃除ボランティアなどを⾏ってきた。

・仮設住宅はピーク時には53団地2148⼾があったが、現在は最終集約地の滝の⾥仮設が残されている
（2021年3⽉解体予定）。
→最後の1⼈まで寄り添う



②災害公営住宅・集団移転地でのコミュニティー形成⽀援活動
（コロナ以前）
・災害公営住宅は市内に11団地895⼾建設され、造成された⾼台やかさ上げ地には新しい住宅地ができる。
→新しい⼈間関係を築きなおす⼀助となるため、住⺠さんの集まる場所を作る



③地域活動の⽀援活動(コロナ以前）

毎年8⽉に開催される⾼⽥町の「うごく七⼣」への参加

・⾼齢や⼈⼝減少に伴う地域の伝統⾏事の担い⼿不⾜が懸念される。
→学⽣が担い⼿として参加。伝統⾏事開催のお⼿伝いをする

毎年１⽉に開催される「⻁舞」への参加



その他の活動（コロナ以前）

・⼦どもたちに勉強を教えたり、⼀緒に
遊んだり…

・東北⼤学の学⽣を連れて⾏き、震災の
ことを知ってもらうツアーの実施。



コロナ禍での活動➀ お⼿紙交換
…離れていても住⺠の⽅と交流を図るべく、
⼀部の復興公営住宅の⽅々を対象に
お⼿紙交換プロジェクトを実施しました

コロナ禍での活動② 勉強会
…週に1回“勉強会”として、メンバーの⼀⼈⼀⼈が
陸前⾼⽥や東⽇本⼤震災に関することを調べ、
オンラインで発表を⾏いました。

お⼿紙交換プロジェクトのチラシ→

Zoomによる勉強会の様⼦→



コロナ禍での活動③ 学習プリント作成

陸前⾼⽥市で「みちくさハウス」の運営を⾏うNPO法⼈P@CTさんと連携し、⼩学⽣の⼦どもたちが
楽しんで取り組めるような学習プリントを作成しました。



ご清聴ありがとうございました！

ぽかぽか新歓
オープンチャットFacebook Twitter

「@Poca_2」
Instagram

「__poca.poca__」

陸前⾼⽥のことが気になったらぜひ調べてみてください！
そしていつか実際に陸前⾼⽥に⾜を運んでみてください！

お問い合わせ：tohoku.poca2@gmail.com


